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(54)【発明の名称】 液晶ディスプレイの駆動方法、その回路及び画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  安価な構成で、単色表示や任意の画像表示時
のラインフリッカを低減し、ラインフリッカ・表示画面
全体のフリッカの最小化調整を同時に行い、高精細度化
・大画面化に対処可能とする。
【解決手段】  開示される液晶ディスプレイの駆動方法
は、データ赤信号Ｓ

ＤＲ１
及びＳ

ＤＲ２
を、その極性を

液晶ディスプレイ１の２本の走査電極ごとに、かつ、信
号電極ごとに反転して対応する信号電極に順次印加す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  行方向に所定間隔で設けられた複数本の
走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信号
電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶デ
ィスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順次
印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信号
を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶デ
ィスプレイの駆動方法であって、
前記データ信号を、その極性を前記液晶ディスプレイの
２ｎ（ｎは自然数）本の走査電極ごとに、かつ、信号電
極ごとに反転して対応する信号電極に順次印加すること
を特徴とする液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項２】  行方向に所定間隔で設けられた複数本の
走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信号
電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶デ
ィスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順次
印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信号
を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶デ
ィスプレイの駆動方法であって、
すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位を基
準として、連続する４走査期間に第１の極性の第１及び
第２の電位並びに第２の極性の第１及び第２の電位に順
次変化するデータ信号を、信号電極ごとに反転して対応
する信号電極に順次印加することにより単色を表示する
ことを特徴とする液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項３】  行方向に所定間隔で設けられた複数本の
走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信号
電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶デ
ィスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順次
印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信号
を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶デ
ィスプレイの駆動方法であって、
前記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の透過
率に対応した電位を有するデータ信号を、その極性を前
記液晶ディスプレイの２ｎ（ｎは自然数）本の走査電極
ごとに、かつ、信号電極ごとに反転して対応する信号電
極に順次印加することにより中間調を表示することを特
徴とする液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項４】  行方向に所定間隔で設けられた複数本の
走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信号
電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶デ
ィスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順次
印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信号
を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶デ
ィスプレイの駆動方法であって、
すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位を基
準として、連続する４走査期間に、第１の極性の、前記
液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の透過率に
対応した電位及び前記最小透過率に対応した電位の組み
合わせと、第２の極性の、前記液晶セルの最大透過率と
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最小透過率との中間の透過率に対応した電位及び前記最
小透過率に対応した電位の組み合わせとからなるデータ
信号を、信号電極ごとに反転して対応する信号電極に順
次印加することにより単色の中間調を表示することを特
徴とする液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項５】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが次の走査電極
との間で１／２ピッチずれて配列され、１画素を構成す
る３個の赤、緑、青のドット画素が３角形状に配置され
ているデルタ形であることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項６】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが走査方向に３
個順次繰り返して配列されているとともに、その配列が
次の走査電極との間で１ないし２ピッチずれているモザ
イク形であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項７】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青の３個のカラーフィルタといずれ
か１個のカラーフィルタとが４角形状に配置された４画
素配置形であることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法。
【請求項８】  前記液晶ディスプレイは、１本の信号電
極に異なった色のドット画素を構成する液晶セルを駆動
するスイッチ素子が接続されていることを特徴とする請
求項１乃至７のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの
駆動方法。
【請求項９】  前記液晶ディスプレイは、アクティブ・
マトリックス型の液晶ディスプレイであって、そのスイ
ッチング素子は、薄膜トランジスタであることを特徴と
する請求項１乃至８のいずれか１に記載の液晶ディスプ
レイの駆動方法。
【請求項１０】  行方向に所定間隔で設けられた複数本
の走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信
号電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶
ディスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順
次印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信
号を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶
ディスプレイの駆動回路であって、
前記データ信号を、その極性を前記液晶ディスプレイの
２ｎ（ｎは自然数）本の走査電極ごとに、かつ、信号電
極ごとに反転して対応する信号電極に順次印加する信号
電極駆動回路を備えてなることを特徴とする液晶ディス
プレイの駆動回路。
【請求項１１】  行方向に所定間隔で設けられた複数本
の走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信
号電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶
ディスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順
次印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信
号を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶
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ディスプレイの駆動回路であって、
すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位を基
準として、連続する４走査期間に第１の極性の第１及び
第２の電位並びに第２の極性の第１及び第２の電位に順
次変化するデータ信号を、信号電極ごとに反転して対応
する信号電極に順次印加する信号電極駆動回路を備えて
なることを特徴とする液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項１２】  行方向に所定間隔で設けられた複数本
の走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信
号電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶
ディスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順
次印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信
号を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶
ディスプレイの駆動回路であって、
前記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の透過
率に対応した電位を有するデータ信号を、その極性を前
記液晶ディスプレイの２ｎ（ｎは自然数）本の走査電極
ごとに、かつ、信号電極ごとに反転して対応する信号電
極に順次印加する信号電極駆動回路を備えてなることを
特徴とする液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項１３】  行方向に所定間隔で設けられた複数本
の走査電極と列方向に所定間隔で設けられた複数本の信
号電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列された液晶
ディスプレイの、前記複数本の走査電極に走査信号を順
次印加するとともに、前記複数本の信号電極にデータ信
号を順次印加して前記液晶ディスプレイを駆動する液晶
ディスプレイの駆動回路であって、
すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位を基
準として、連続する４走査期間に、第１の極性の、前記
液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の透過率に
対応した電位及び前記最小透過率に対応した電位の組み
合わせと、第２の極性の、前記液晶セルの最大透過率と
最小透過率との中間の透過率に対応した電位及び前記最
小透過率に対応した電位の組み合わせとからなるデータ
信号を、信号電極ごとに反転して対応する信号電極に順
次印加する信号電極駆動回路を備えてなることを特徴と
する液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項１４】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セル
に対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが次の走査電
極との間で１／２ピッチずれて配列され、１画素を構成
する３個の赤、緑、青のドット画素が３角形状に配置さ
れているデルタ形であることを特徴とする請求項１０乃
至１３のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動回
路。
【請求項１５】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セル
に対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが走査方向に
３個順次繰り返して配列されているとともに、その配列
が次の走査電極との間で１ないし２ピッチずれているモ
ザイク形であることを特徴とする請求項１０乃至１３の
いずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動回路。 *
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*【請求項１６】  前記液晶ディスプレイは、各液晶セル
に対応して、赤、緑、青の３個のカラーフィルタといず
れか１個のカラーフィルタとが４角形状に配置された４
画素配置形であることを特徴とする請求項１０乃至１３
のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項１７】  前記液晶ディスプレイは、１本の信号
電極に異なった色のドット画素を構成する液晶セルを駆
動するスイッチ素子が接続されていることを特徴とする
請求項１０乃至１６のいずれか１に記載の液晶ディスプ
レイの駆動回路。
【請求項１８】  前記液晶ディスプレイは、アクティブ
・マトリックス型の液晶ディスプレイであって、そのス
イッチング素子は、薄膜トランジスタであることを特徴
とする請求項１０乃至１７のいずれか１に記載の液晶デ
ィスプレイの駆動回路。
【請求項１９】  請求項１０乃至１８のいずれか１に記
載の液晶ディスプレイの駆動回路を備えてなることを特
徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶ディスプレ
イの駆動方法、その回路及び画像表示装置に関し、詳し
くは、パーソナルコンピュータ等のディスプレイとして
用いられ、マトリックス状に液晶セルが配列された液晶
ディスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動方法、
その回路及びこのような液晶ディスプレイの駆動回路を
備えた画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１２は、特開平３－８３０１４号公報
に開示されている従来のカラー液晶ディスプレイ４１の
駆動回路の構成例を示すブロック図である。以下、この
技術を第１の従来例と呼ぶ。この例のカラー液晶ディス
プレイ４１は、例えば、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を
スイッチ素子に用いたアクティブ・マトリックス型のカ
ラー液晶ディスプレイであり、行方向に所定間隔で設け
られた複数本の走査電極（ゲート線）４２と列方向に所
定間隔で設けられた複数本の信号電極（ソース線）４３
との交点を画素とし、各画素ごとに、等価的に容量性負
荷である液晶セル４４と、そのドレインが対応する液晶
セル４４の一端と接続されて当該液晶セル４４を駆動す
るＴＦＴ４５と、対応する液晶セル４４と並列接続さ
れ、信号電荷を１垂直同期期間の間蓄積するコンデンサ
４６とを配列し、すべての並列接続された液晶セル４４
及びコンデンサ４６の他端に共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加さ

れている状態において、映像赤信号Ｓ
Ｒ
、映像緑信号Ｓ

Ｇ
、映像青信号Ｓ

Ｂ
に基づいて生成されたデータ信号Ｓ

Ｄ
が信号電極４３に印加されるとともに、水平同期信号
Ｓ
Ｈ
及び垂直同期信号Ｓ

Ｖ
に基づいて生成された走査信

号が走査電極４２に印加されることにより、カラーの文
字や画像等を表示するものである。また、液晶ディスプ
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レイ４１上には、例えば、図１３に示すように、各液晶
セル４４に対応して赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３
原色のカラーフィルタが配置されている。図１３の例
は、Ｒ、Ｇ、Ｂの各カラーフィルタが次の走査電極との
間で１／２ピッチずれて配列され、１画素を構成する３
個のＲ、Ｇ、Ｂのドット画素がちょうど３角形状に配置
されている構造であるので、デルタ形又はトライアング
ル形と呼ばれている。
【０００３】また、この例のカラー液晶ディスプレイの
駆動回路は、図１２に示すように、コントローラ５１
と、信号電極駆動回路５２と、走査電極駆動回路５３と
から概略構成されている。コントローラ５１は、外部か
ら供給される映像赤信号Ｓ

Ｒ
、映像緑信号Ｓ

Ｇ
、映像青

信号Ｓ
Ｂ
を信号電極駆動回路５２に供給するとともに、

外部から供給される水平同期信号Ｓ
Ｈ
及び垂直同期信号

Ｓ
Ｖ
に基づいて、水平走査パルスＰ

Ｈ
、垂直走査パルス

Ｐ
Ｖ
及びカラー液晶ディスプレイ４１を交流駆動するた

めの極性反転パルスＰＯＬを発生して信号電極駆動回路
５２及び走査電極駆動回路５３に供給する。信号電極駆
動回路５２は、コントローラ５１から供給される水平走
査パルスＰ

Ｈ
のタイミングで、映像赤信号Ｓ

Ｒ
、映像緑

信号Ｓ
Ｇ
、映像青信号Ｓ

Ｂ
からデータ信号Ｓ

Ｄ
を生成

し、コントローラ５１から供給される極性反転パルスＰ
ＯＬに基づいてそれらの極性を反転して又は反転せずに
カラー液晶ディスプレイ４１の対応する信号電極４３に
印加する。走査電極駆動回路５３は、コントローラ４１
から供給される垂直走査パルスＰ

Ｖ
のタイミングで、走

査信号を発生してカラー液晶ディスプレイ４１の対応す
る走査電極４２に印加する。そして、この例の液晶ディ
スプレイの駆動方法は、図１３に示すように、Ｒ、Ｇ、
Ｂの各カラーフィルタが上記デルタ形に配置された液晶
ディスプレイ４１を、液晶ディスプレイ４１の１本の走
査電極２ごと、すなわち、１走査期間ごとに、かつ、走
査方向に隣接し、上記デルタ形状をなす１画素ごとに、
各信号電極４３に印加すべきデータ信号Ｓ

Ｄ
の極性を反

転させて駆動することにより、フレーム内の輝度変化が
デルタ形状となることから、デルタ反転駆動方法と呼ば
れるものである。図１３は、１本の信号電極４３に異な
った色のドット画素を構成する液晶セル４４を駆動する
ＴＦＴ４５が接続された異色結線の液晶ディスプレイ４
１において、斜線で囲まれた部分に存在するドット画素
を構成する液晶セル４４を駆動するＴＦＴ４５に印加す
べきデータ信号が正極性、それ以外の部分に存在するド
ット画素を構成する液晶セル４４を駆動するＴＦＴ４５
に印加すべきデータ信号が負極性であり、フレーム周期
で（１）に示す状態と（２）に示す状態とに切り替えら
れることを示している。ここで、フレーム周期とするの
は、液晶ディスプレイがノンインターレス表示であるか
らであり、通常のインターレス表示であるＮＴＳＣ信号
におけるフィールド周期に対応している。以下、同様で
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ある。この例の液晶ディスプレイの駆動方法によれば、
液晶ディスプレイ４１の表示画面のフレーム内に発生す
る縦スジの画素ピッチが狭いだけでなく、縦スジが互い
にいりこになっているので、識別しにくい状態にするこ
とができるとともに、白色を表示した場合に画面のちら
つき（フリッカ）を低減することができる。
【０００４】また、特開平３－７８３９０号公報には、
図１４に示すように、Ｇ、Ｇ、Ｒ、Ｂの４個のドット画
素を四角形状に配置して１個の画素を構成し、この画素
を複数個マトリックス状に配置した液晶ディスプレイ
の、各ドット画素に接続されている信号電極に印加する
データ信号Ｓ

Ｄ
の極性をフレーム周期で反転する際、同

一のフレーム内において、Ｒ、Ｇの各ドット画素領域と
Ｂ、Ｇの各ドット画素領域とで、あるいはＧ、Ｇの各ド
ット画素領域とＲ、Ｂの各ドット画素領域とで、それら
に印加するデータ信号の極性が正負逆の関係となるよう
に制御する従来の液晶ディスプレイの駆動方法が開示さ
れている。以下、この技術を第２の従来例と呼ぶ。図１
４は、斜線で囲まれた部分に存在するドット画素を構成
する液晶セルを駆動するＴＦＴに印加すべきデータ信号
が正極性、それ以外の部分に存在するドット画素を構成
する液晶セルを駆動するＴＦＴに印加すべきデータ信号
が負極性であり、フレーム周期で（１）に示す状態と
（２）に示す状態とに切り替えられることを示してい
る。この例の液晶ディスプレイの駆動方法によれば、色
相の異なる縞模様であるフリッカの現れ方が交互に変化
し、さらにその空間的なピッチも小さいものとなり、フ
レーム内に生じる明暗の縦縞模様が時間とともに変化し
て走査線が左右に揺れたように視認されるフリッカであ
るラインフリッカや、フレーム周期で明暗が画面全体に
視認されるフリッカである面フリッカを低減することが
できる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記した第
１の従来例による液晶ディスプレイの駆動方法において
は、赤の単色を表示した場合、図１５に示すようにな
る。一般に、カラー液晶ディスプレイを交流駆動するた
めに同一電位で極性だけが異なるデータ信号を信号電極
に印加しても、アモルファスシリコンで構成されたＴＦ
Ｔの特性上、極性がマイナスのデータ信号を印加した場
合のＴＦＴのオン電流よりも極性がプラスのデータ信号
を印加した場合のＴＦＴのオン電流が少ないため、ＴＦ
Ｔのドレインに流れる電流が負極性のデータ信号を印加
した場合と、正極性のデータ信号を印加した場合とでア
ンバランスとなる。これにより、図１５（１）に示すａ
部とｂ部とについてそれぞれの輝度を比較した場合、本
来赤の単色表示であるから、同一色である赤を同一の輝
度で表示するために対応する信号電極には極性だけが異
なる同一のデータ信号が印加されるにもかかわらず、ａ
部の輝度の方がｂ部の輝度よりも若干暗くなってしま
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7
う。しかも、上記したように、フレーム周期でａ部及び
ｂ部に対応するＴＦＴに印加されるデータ信号の極性が
反転する（図１５（１）と図１５（２）との間）ので、
ａ部とｂ部と輝度の差はフレーム周波数の１／２で明暗
の縦縞模様のラインフリッカとなって利用者に視認され
る。したがって、単色表示の場合や白色以外の任意の画
像を表示する場合に発生するフリッカを低減することは
できないという欠点があった。また、上記した第１の従
来例による液晶ディスプレイの駆動方法においては、既
に発生しているラインフリッカを調整者が視認しつつ最
小となるように共通電位Ｖ

ｃｏｍ
を調整する場合、表示

画面の局所的な領域のラインフリッカの最小化の調整は
行えるが、表示画面全体に発生しているフリッカを同時
に最小化するための調整を行うことができないという欠
点があった。このように、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
の最適化調

整ができないと、この共通電位Ｖ
ｃｏｍ
のずれに起因し

て、カラー液晶ディスプレイ４１を交流駆動するためが
正極性のデータ信号の電位と負極性のデータ信号の電位
のバランスがくずれ、画面上に同一の文字などを長時間
表示することにより、電源を切っても画面にその文字な
どの跡が残る「焼き付き」という現象が発生してしま
う。
【０００６】一方、上記した第２の従来例による液晶デ
ィスプレイの駆動方法においては、１画素を４個のドッ
ト画素により構成しているため、各ドット画素に対応し
た液晶セル、それを駆動するＴＦＴ、信号電荷を蓄積す
るコンデンサそれぞれの個数が、例えば、図１６に示す
ように、１画素を３個のドット画素により構成し、各ド
ット画素に対応する色フィルタがストライプ形状に配置
されたストライプ形と比較すると、約１．３倍となる。
これにより、液晶ディスプレイの生産上の歩留まりが低
下するため、生産コストが増大し、液晶ディスプレイが
高価になってしまう。さらに、液晶セル等の素子が増加
することにより、図１６に示すストライプ形の液晶ディ
スプレイに表示される画像と同一の画像を同一時間で図
１４に示す液晶ディスプレイに表示するためには、単純
計算で約１．３倍速い速度で信号処理しなければならな
い。したがって、最近の高精細度化及び大画面化のよう
に、より高速な信号処理が要求される用途には適用する
ことができないという問題があった。
【０００７】この発明は、上述の事情に鑑みてなされた
もので、安価な構成で、単色表示の場合や白色以外の任
意の画像を表示する場合に発生するフリッカを低減する
ことができるとともに、ラインフリッカ及び表示画面全
体のフリッカの最小化調整を同時に行うことができ、こ
れにより、「焼き付き」を防止することができ、しか
も、高精細度化及び大画面化にも対処することができる
液晶ディスプレイの駆動方法及びその回路を提供するこ
とを目的としている。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１記載の発明は、行方向に所定間隔で設けら
れた複数本の走査電極と列方向に所定間隔で設けられた
複数本の信号電極との各交点にそれぞれ液晶セルが配列
された液晶ディスプレイの、上記複数本の走査電極に走
査信号を順次印加するとともに、上記複数本の信号電極
にデータ信号を順次印加して上記液晶ディスプレイを駆
動する液晶ディスプレイの駆動方法に係り、上記データ
信号を、その極性を上記液晶ディスプレイの２ｎ（ｎは
自然数）本の走査電極ごとに、かつ、信号電極ごとに反
転して対応する信号電極に順次印加することを特徴とし
ている。
【０００９】また、請求項２記載の発明は、行方向に所
定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定間
隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞれ
液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数本
の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記複
数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶デ
ィスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動方法に係
り、すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位
を基準として、連続する４走査期間に第１の極性の第１
及び第２の電位並びに第２の極性の第１及び第２の電位
に順次変化するデータ信号を、信号電極ごとに反転して
対応する信号電極に順次印加することにより単色を表示
することを特徴としている。ここで、第１の極性及び第
２の極性は、第１の極性が正極性の場合には第２の極性
が負極性を意味し、第１の極性が負極性の場合には第２
の極性が正極性であることを意味する。また、第１及び
第２の電位は、第１の電位が上記液晶セルの最大透過率
に対応した電位である場合には第２の電位が上記液晶セ
ルの最小透過率に対応した電位であることを意味し、第
１の電位が上記液晶セルの最小透過率に対応した電位で
ある場合には第２の電位が上記液晶セルの最大透過率に
対応した電位であることを意味している。他の請求項に
おいても同様である。
【００１０】また、請求項３記載の発明は、行方向に所
定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定間
隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞれ
液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数本
の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記複
数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶デ
ィスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動方法に係
り、上記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の
透過率に対応した電位を有するデータ信号を、その極性
を上記液晶ディスプレイの２ｎ（ｎは自然数）本の走査
電極ごとに、かつ、信号電極ごとに反転して対応する信
号電極に順次印加することにより中間調を表示すること
を特徴としている。
【００１１】また、請求項４記載の発明は、行方向に所
定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定間
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隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞれ
液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数本
の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記複
数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶デ
ィスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動方法に係
り、すべての液晶セルの一端に印加されている共通電位
を基準として、連続する４走査期間に、第１の極性の、
上記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の透過
率に対応した電位及び上記最小透過率に対応した電位の
組み合わせと、第２の極性の、上記液晶セルの最大透過
率と最小透過率との中間の透過率に対応した電位及び上
記最小透過率に対応した電位の組み合わせとからなるデ
ータ信号を、信号電極ごとに反転して対応する信号電極
に順次印加することにより単色の中間調を表示すること
を特徴としている。
【００１２】また、請求項５記載の発明は、請求項１乃
至４のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法
に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに対応し
て、赤、緑、青のカラーフィルタが次の走査電極との間
で１／２ピッチずれて配列され、１画素を構成する３個
の赤、緑、青のドット画素が３角形状に配置されている
デルタ形であることを特徴としている。
【００１３】また、請求項６記載の発明は、請求項１乃
至４のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法
に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに対応し
て、赤、緑、青のカラーフィルタが走査方向に３個順次
繰り返して配列されているとともに、その配列が次の走
査電極との間で１ないし２ピッチずれているモザイク形
であることを特徴としている。
【００１４】また、請求項７記載の発明は、請求項１乃
至４のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法
に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに対応し
て、赤、緑、青の３個のカラーフィルタといずれか１個
のカラーフィルタとが４角形状に配置された４画素配置
形であることを特徴としている。
【００１５】また、請求項８記載の発明は、請求項１乃
至７のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法
に係り、上記液晶ディスプレイは、１本の信号電極に異
なった色のドット画素を構成する液晶セルを駆動するス
イッチ素子が接続されていることを特徴としている。
【００１６】また、請求項９記載の発明は、請求項１乃
至８のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆動方法
上記液晶ディスプレイは、アクティブ・マトリックス型
の液晶ディスプレイであって、そのスイッチング素子
は、薄膜トランジスタであることを特徴としている。
【００１７】また、請求項１０記載の発明は、行方向に
所定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定
間隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞ
れ液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数
本の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記
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複数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶
ディスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動回路に
係り、上記データ信号を、その極性を上記液晶ディスプ
レイの２ｎ（ｎは自然数）本の走査電極ごとに、かつ、
信号電極ごとに反転して対応する信号電極に順次印加す
る信号電極駆動回路を備えてなることを特徴としてい
る。
【００１８】また、請求項１１記載の発明は、行方向に
所定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定
間隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞ
れ液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数
本の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記
複数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶
ディスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動回路に
係り、すべての液晶セルの一端に印加されている共通電
位を基準として、連続する４走査期間に第１の極性の第
１及び第２の電位並びに第２の極性の第１及び第２の電
位に順次変化するデータ信号を、信号電極ごとに反転し
て対応する信号電極に順次印加する信号電極駆動回路を
備えてなることを特徴としている。
【００１９】また、請求項１２記載の発明は、行方向に
所定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定
間隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞ
れ液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数
本の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記
複数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶
ディスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動回路に
係り、上記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間
の透過率に対応した電位を有するデータ信号を、その極
性を上記液晶ディスプレイの２ｎ（ｎは自然数）本の走
査電極ごとに、かつ、信号電極ごとに反転して対応する
信号電極に順次印加する信号電極駆動回路を備えてなる
ことを特徴としている。
【００２０】また、請求項１３記載の発明は、行方向に
所定間隔で設けられた複数本の走査電極と列方向に所定
間隔で設けられた複数本の信号電極との各交点にそれぞ
れ液晶セルが配列された液晶ディスプレイの、上記複数
本の走査電極に走査信号を順次印加するとともに、上記
複数本の信号電極にデータ信号を順次印加して上記液晶
ディスプレイを駆動する液晶ディスプレイの駆動回路に
係り、すべての液晶セルの一端に印加されている共通電
位を基準として、連続する４走査期間に、第１の極性
の、上記液晶セルの最大透過率と最小透過率との中間の
透過率に対応した電位及び上記最小透過率に対応した電
位の組み合わせと、第２の極性の、上記液晶セルの最大
透過率と最小透過率との中間の透過率に対応した電位及
び上記最小透過率に対応した電位の組み合わせとからな
るデータ信号を、信号電極ごとに反転して対応する信号
電極に順次印加する信号電極駆動回路を備えてなること
を特徴としている。
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【００２１】また、請求項１４記載の発明は、請求項１
０乃至１３のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆
動回路に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが次の走査電極
との間で１／２ピッチずれて配列され、１画素を構成す
る３個の赤、緑、青のドット画素が３角形状に配置され
ているデルタ形であることを特徴としている。
【００２２】また、請求項１５記載の発明は、請求項１
０乃至１３のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆
動回路に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青のカラーフィルタが走査方向に３
個順次繰り返して配列されているとともに、その配列が
次の走査電極との間で１ないし２ピッチずれているモザ
イク形であることを特徴としている。
【００２３】また、請求項１６記載の発明は、請求項１
０乃至１３のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆
動回路に係り、上記液晶ディスプレイは、各液晶セルに
対応して、赤、緑、青の３個のカラーフィルタといずれ
か１個のカラーフィルタとが４角形状に配置された４画
素配置形であることを特徴としている。
【００２４】また、請求項１７記載の発明は、請求項１
０乃至１６のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆
動回路に係り、上記液晶ディスプレイは、１本の信号電
極に異なった色のドット画素を構成する液晶セルを駆動
するスイッチ素子が接続されていることを特徴としてい
る。
【００２５】また、請求項１８記載の発明は、請求項１
０乃至１７のいずれか１に記載の液晶ディスプレイの駆
動回路に係り、上記液晶ディスプレイは、アクティブ・
マトリックス型の液晶ディスプレイであって、そのスイ
ッチング素子は、薄膜トランジスタであることを特徴と
している。
【００２６】また、請求項１９記載の発明に係る画像表
示装置は、請求項１０乃至１８のいずれか１に記載の液
晶ディスプレイの駆動回路を備えてなることを特徴とし
ている。
【００２７】
【作用】この発明の構成によれば、安価な構成で、単色
表示の場合や白色以外の任意の画像を表示する場合に発
生するフリッカを低減することができる。また、ライン
フリッカ及び表示画面全体のフリッカの最小化調整を同
時に行うことができ、これにより、「焼き付き」を防止
することができる。しかも、高精細度化及び大画面化に
も対処することができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。図１は、この発明の一実施例である液
晶ディスプレイ１の駆動方法を説明するためのタイミン
グ・チャート、図２は同方法を適用した液晶ディスプレ
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イ１の駆動回路の構成を示すブロック図である。図２に
示すこの例のカラー液晶ディスプレイ１は、例えば、ア
モルファスシリコンで構成されたＴＦＴをスイッチ素子
に用いたアクティブ・マトリックス型のカラー液晶ディ
スプレイであり、行方向に所定間隔で設けられたｍ本
（ｍは自然数）の走査電極（ゲート線）２

１
～２

ｍ
と列

方向に所定間隔で設けられたｎ本（ｎは自然数）の信号
電極（ソース線）３

１
～３

ｎ
との交点を画素とし、各画

素ごとに、等価的に容量性負荷である液晶セル４と、そ
のドレインが対応する液晶セル４の一端と接続されて当
該液晶セル４を駆動するＴＦＴ５と、対応する液晶セル
４と並列接続され、信号電荷を１垂直同期期間の間蓄積
するコンデンサ６とを配列し、すべての並列接続された
液晶セル４及びコンデンサ６の他端に共通電位Ｖ

ｃｏｍ

が印加されている状態において、映像赤信号Ｓ
Ｒ
、映像

緑信号Ｓ
Ｇ
、映像青信号Ｓ

Ｂ
に基づいて生成されたデー

タ信号Ｓ
Ｄ
が信号電極３

１
～３

ｎ
に印加されるととも

に、水平同期信号Ｓ
Ｈ
及び垂直同期信号Ｓ

Ｖ
に基づいて

生成された走査信号が走査電極２
１
～２

ｍ
に印加される

ことにより、カラーの文字や画像等を表示するものであ
る。また、液晶ディスプレイ１上には、図３に示すよう
に、各液晶セル４に対応してＲ、Ｇ、Ｂの３原色のカラ
ーフィルタがデルタ形に配置されているとともに、図４
に示すように、異色結線となっている、すなわち、１本
の信号電極３に異なった色のドット画素を構成する液晶
セル４を駆動するＴＦＴ５が接続されている。図４にお
いては、ＴＦＴ５を○印で模式的に表している。
【００２９】また、この例のカラー液晶ディスプレイの
駆動回路は、図２に示すように、コントローラ１１と、
信号電極駆動回路１２と、走査電極駆動回路１３とから
概略構成されている。コントローラ１１は、外部から供
給される映像赤信号Ｓ

Ｒ
、映像緑信号Ｓ

Ｇ
、映像青信号

Ｓ
Ｂ
を信号電極駆動回路１２に供給するとともに、外部

から供給される水平同期信号Ｓ
Ｈ
及び垂直同期信号Ｓ

Ｖ

に基づいて、水平走査パルスＰ
Ｈ
、垂直走査パルスＰ

Ｖ

及びカラー液晶ディスプレイ１を交流駆動するための極
性反転パルスＰＯＬを発生して信号電極駆動回路１２及
び走査電極駆動回路１３に供給する。信号電極駆動回路
１２は、コントローラ１１から供給される水平走査パル
スＰ

Ｈ
のタイミングで、映像赤信号Ｓ

Ｒ
、映像緑信号Ｓ

Ｇ
、映像青信号Ｓ

Ｂ
からデータ信号Ｓ

Ｄ
を生成し、コン

トローラ１１から供給される極性反転パルスＰＯＬに基
づいてそれらの極性を反転して又は反転せずにカラー液
晶ディスプレイ１の対応する信号電極３

１
～３

ｎ
に印加

する。図５は、信号電極駆動回路１２の出力部の一部の
構成を示す回路図である。図５に示すように、例えば、
極性が反転されていないデータ信号Ｓ

Ｄ
と極性が反転さ

れた反転データ信号／Ｓ
Ｄ
とは、対応するバッファ２１

を経た後、極性反転パルスＰＯＬに基づいて切り替えら
れるアナログスイッチ２２からいずれか一方が出力さ
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13
れ、カラー液晶ディスプレイ１の対応する信号電極３に
印加される。走査電極駆動回路１３は、コントローラ１
１から供給される垂直走査パルスＰ

Ｖ
のタイミングで、

走査信号を発生してカラー液晶ディスプレイ１の対応す
る走査電極２

１
～２

ｍ
に印加する。

【００３０】次に、上記構成の液晶ディスプレイの駆動
回路において、液晶ディスプレイ１に赤の単色を表示す
る場合の動作について説明する。この例の液晶ディスプ
レイの駆動回路においては、図１に示すように、液晶デ
ィスプレイ１を、その信号電極３に印加すべきデータ信
号Ｓ

Ｄ
の極性を、液晶ディスプレイ１の２本の走査電極

２ごと、すなわち、２走査期間ごとに、かつ、信号電極
３ごとに反転して、駆動する。図１（１）及び（２）
は、それぞれ図２に示す液晶ディスプレイ１の走査電極
２

１
及び２

２
に印加すべき走査信号Ｓ

Ｓ１
及びＳ

Ｓ２
の

波形を示し、図１（３）及び（４）は、それぞれ図２に
示す液晶ディスプレイ１の信号電極３

１
及び３

２
に印加

すべきデータ信号Ｓ
Ｄ１
及びデータ信号Ｓ

Ｄ２
の波形を

示している。図１において、１Ｈ及び２Ｈは、それぞれ
１走査期間及び２走査期間を表している。また、図１
（３）及び（４）において、Ｖ

Ｇ
は接地電位、Ｖ

com
は

上記した共通電位、Ｖ
ＰＨ
は対応する液晶セル４の透過

率を最小とするための正極性の電位、Ｖ
ＰＬ
は対応する

液晶セル４の透過率を最大とするための正極性の電位、
Ｖ

ＭＨ
は対応する液晶セル４の透過率を最小とするため

の負極性の電位、Ｖ
ＭＬ
は対応する液晶セル４の透過率

を最大とするための負極性の電位である（液晶ディスプ
レイ１の各液晶セル４に印加電圧を加えない状態におい
て各液晶セル４の透過率が高い、いわゆるノーマリー・
ホワイト形の場合。）。すなわち、図１の例では、デー
タ信号Ｓ

Ｄ１
は、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
を基準として、連続

する４走査期間に正極性の電位Ｖ
ＰＬ
及びＶ

ＰＨ
並びに

負極性の電位Ｖ
ＭＬ
及びＶ

ＭＨ
に順次変化する波形を有

し、データ信号Ｓ
Ｄ２
は、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
を基準とし

て、連続する４走査期間に負極性の電位Ｖ
ＭＨ
及びＶ

ＭＬ
並びに正極性の電位Ｖ

ＰＨ
及びＶ

ＰＬ
に順次変化す

る波形を有している。図１に示す波形を有する走査信号
Ｓ

Ｓ１
、Ｓ

Ｓ２
及びデータ信号Ｓ

Ｄ１
、Ｓ

Ｄ２
並びにこ

れらと波形が同一でタイミングが異なる走査信号及びデ
ータ信号を液晶ディスプレイ１の走査電極２

１
～２

ｍ
及

び信号電極３
１
～３

ｎ
に順次印加することにより、液晶

ディスプレイ１においては、図６に示すように、斜線で
囲まれた部分に存在する赤のドット画素を構成する液晶
セル４を駆動するＴＦＴ５に印加すべきデータ信号が正*
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*極性、それ以外の部分に存在する赤のドット画素を構成
する液晶セル４を駆動するＴＦＴ５に印加すべきデータ
信号が負極性となり、フレーム周期で図６（１）に示す
状態と図６（２）に示す状態とに切り替えられる。
【００３１】このように、この例の構成によれば、液晶
ディスプレイ１を、その信号電極３に印加すべきデータ
信号Ｓ

Ｄ
の極性を、液晶ディスプレイ１の２本の走査電

極２ごとに、かつ、信号電極３ごとに反転して駆動する
ようにしたので、図６から分かるように、同一極性のド
ット画素は、図１２に示す場合と異なり、斜め方向に存
在している。したがって、上記したＴＦＴの特性に起因
して発生するラインフリッカは、液晶ディスプレイ１の
画面上斜め方向に現れ、人間の眼に知覚されにくくな
る。これにより、調整者は、表示画面全体を視野にいれ
つつ、表示画面全体に発生しているフリッカを最小化す
るために共通電位Ｖ

ｃｏｍ
を調整することができる。こ

のように、共通電位Ｖ
ｃｏｍ
の最適化調整ができるため

に、この共通電位Ｖ
ｃｏｍ
のずれに起因する「焼き付

き」現象を防止することができる。
【００３２】また、この例の構成によれば、上記した第
１の従来例のように１走査期間ごとにデータ信号の極性
を反転するのではなく、２走査期間ごとにデータ信号の
極性を反転しているので、信号電極駆動回路１２及び走
査電極駆動回路１３の消費電力を理論上５０％程度低減
することができる。以下、その理由を説明する。まず、
信号電極駆動回路１２全体の消費電力をＰ

Ｓ
とし、液晶

ディスプレイ１全体の消費電力をＰ
ＬＣＤ
とし、信号電

極駆動回路１２のアナログ回路部分の消費電力をＰ
ＳＡ

とし、信号電極駆動回路１２のデジタル回路部分の消費
電力をＰ

ＳＤ
とすると、信号電極駆動回路１２全体の消

費電力Ｐ
Ｓ
は、（１）式で表される。

【００３３】
【数１】Ｐ

Ｓ
＝Ｐ

ＬＣＤ
＋Ｐ

ＳＡ
＋Ｐ

ＳＤ
・・・（１）

【００３４】（１）式において、消費電力Ｐ
ＬＣＤ
は、

支配的な要素であり、液晶ディスプレイ１を構成する液
晶セル４の容量、すなわち、信号電極駆動回路１２の負
荷容量をＣ

Ｐ
とし、液晶ディスプレイ１に印加されるデ

ータ信号の電圧のピークピーク値をＶ
ＤＰ
とし、信号電

極駆動回路１２が出力するデータ信号の周波数をｆと
し、液晶ディスプレイ１を構成する液晶セル４の個数を
Ｎ
ＬＣ
とすると、（２）式で表される。

【００３５】
【数２】

Ｐ
ＬＣＤ
＝０．５×Ｃ

Ｐ
×Ｖ

ＤＰ

２×ｆ×Ｎ
ＬＣ
・・・（２）

【００３６】したがって、この例の駆動方法によれば、
データ信号の周波数ｆは、２走査期間ごとにデータ信号
の極性を反転することにより、１走査期間ごとにデータ
信号の極性を反転する場合に比べて半分になる（図１
（３）及び（４）参照）から、（２）式より消費電力Ｐ

ＬＣＤ
は理論上５０％削減され、（１）式より消費電力

Ｐ
Ｓ
は理論上５０％削減されるのである。

【００３７】さらに、この例の構成によれば、Ｒ、Ｇ、
Ｂのカラーフィルタの配置がデルタ形であり、１画素を
３個のドット画素により構成しているため、上記した第
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２の従来例のように、１画素を４個のドット画素により
構成している場合に比べて、各ドット画素に対応した液
晶セル、それを駆動するＴＦＴ、信号電荷を蓄積するコ
ンデンサそれぞれの個数は少なくてすむ。これにより、
液晶ディスプレイの生産上の歩留まりは低下しないた
め、生産コストは増大せず、液晶ディスプレイが高価に
なることはない。さらに、第２の従来例のように、画素
分割による高速度で信号処理をする必要がないため、最
近の高精細度化及び大画面化のように、より高速な信号
処理が要求される用途にも適用することができる。
【００３８】以上、この発明の実施例を図面を参照して
詳述してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られる
ものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計
の変更等があってもこの発明に含まれる。例えば、上述
の実施例においては、赤の単色を表示する例を示した
が、これに限定されず、緑の単色や青の単色、全色、任
意の画像、あるいは中間調の画像を表示する場合も、駆
動される液晶セル４やＴＦＴ５等及びデータ信号Ｓ

Ｄ１

等の波形が異なる以外は、略同様の動作でそれぞれの画
像が表示される。ここで、図７に全色を表示する場合の
走査信号Ｓ

Ｓ１
及びＳ

Ｓ２
並びにデータ信号Ｓ

Ｄ１
及び

Ｓ
Ｄ２
の波形の一例を、図８に全色を表示した場合の液

晶ディスプレイ１の表示の一例を示す。図７の例では、
データ信号Ｓ

Ｄ１
は、２走査期間連続して液晶セルの最

大透過率に対応した正極性の電位Ｖ
ＰＬ
の後、２走査期

間連続して液晶セルの最大透過率に対応した負極性の電
位Ｖ

ＭＬ
となる波形を有し、データ信号Ｓ

Ｄ２
は、２走

査期間連続して液晶セルの最大透過率に対応した負極性
の電位Ｖ

ＭＬ
の後、２走査期間連続して液晶セルの最大

透過率に対応した負極性の電位Ｖ
ＰＬ
となる波形を有す

る。また、図８から分かるように、赤の単色を表示する
場合と同様、フリッカは斜め方向に現れるため、視認さ
れにくい。また、単色の中間調を表示する場合には、例
えば、図９に示すように、共通電位Ｖ

com
を基準とし

て、連続する４走査期間に、液晶セル４の最大透過率と
最小透過率との中間の透過率に対応した正極性の電位Ｖ

ＰＭ
及び最小透過率に対応した正極性の電位Ｖ

ＰＨ
の組

み合わせと、液晶セル４の最大透過率と最小透過率との
中間の透過率に対応した負極性の電位Ｖ

MM
及び最小透過

率に対応した負極性の電位Ｖ
ＭＨ
の組み合わせとからな

るデータ信号Ｓ
Ｄ１
（図９（３）参照」）と、連続する

４走査期間に、液晶セル４の最小透過率に対応した負極
性の電位Ｖ

ＭＨ
及び最大透過率と最小透過率との中間の

透過率に対応した負極性の電位Ｖ
ＭＭ
の組み合わせと、

液晶セル４の最小透過率に対応した正極性の電位Ｖ
ＰＨ

及び最大透過率と最小透過率との中間の透過率に対応し
た正極性の電位Ｖ

ＰM
の組み合わせとからなるデータ信

号Ｓ
Ｄ２
（図９（４）参照」）とを、信号電極３ごとに

反転して対応する信号電極３に順次印加する。さらに、
全色の中間調を表示する場合には、例えば、図１０に示
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すように、共通電位Ｖ

ｃｏｍ
を基準として、２走査期間

連続して、液晶セル４の最大透過率と最小透過率との中
間の透過率に対応した正極性の電位Ｖ

ＰＭ
となった後、

２走査期間連続して、液晶セル４の最大透過率と最小透
過率との中間の透過率に対応した負極性の電位Ｖ

ＭＭ
と

なる波形を有するデータ信号Ｓ
Ｄ１
（図１０（３）参

照）と、共通電位Ｖ
ｃｏｍ
を基準として、２走査期間連

続して、液晶セル４の最大透過率と最小透過率との中間
の透過率に対応した負極性の電位Ｖ

ＭＭ
となった後、２

走査期間連続して、液晶セル４の最大透過率と最小透過
率との中間の透過率に対応した正極性の電位Ｖ

ＰＭ
とな

る波形を有するデータ信号Ｓ
Ｄ２
（図１０（４）参照）

を信号電極３ごとに反転して対応する信号電極３に順次
印加する。このような駆動方法によれば、、各ドット画
素が有するフリッカ成分は空間的に打ち消され、ほとん
ど視認されない。なお、単色を表示する場合のデータ信
号Ｓ

Ｄ１
及びＳ

Ｄ２
の波形（図１（３）及び（４）参

照）及び単色の中間調を表示するデータ信号Ｓ
Ｄ１
及び

Ｓ
Ｄ２
の波形（図９（３）及び（４）参照）は、それぞ

れ図１及び図９に示されたものに限定されず、２走査期
間連続して同一極性の電位となる波形であれば、電位Ｖ

ＰＬ
や電位Ｖ

ＰＨ
（図１（３）の場合）等の順番は問わ

ない。
【００３９】また、上述の実施例においては、この発明
をＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタがデルタ形に配置された
液晶ディスプレイ１に適用する例を示したが、これに限
定されず、この発明は、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタが
走査方向に３個順次繰り返して配列されているととも
に、その配列が次の走査電極との間で１ないし２ピッチ
ずれているモザイク形や、Ｒ、Ｇ、Ｂの３個のカラーフ
ィルタといずれか１個のカラーフィルタとが４角形状に
配置された４画素配置形に配置された液晶ディスプレイ
に適用することもできる。ここで、図１１にこの発明を
モザイク形の液晶ディスプレイに適用し、赤の単色を表
示する場合の例を示す。この図から分かるように、デル
タ形の液晶ディスプレイに赤の単色を表示する場合と同
様、フリッカは斜め方向に現れるため、視認されにく
い。また、上述の実施例においては、図２に示すよう
に、液晶ディスプレイ１を構成するコンデンサ６は、そ
の他端に共通電位Ｖ

ｃｏｍ
が印加されるコモンストレー

ジである例を示したが、これに限定されず、この発明
は、コンデンサ６が、その他端が前段の走査線（ゲート
線）２、すなわち、前段のＴＦＴ５のゲートに接続され
るゲートストレージである液晶ディスプレイにも適用す
ることができる。
【００４０】また、上述の実施例においては、液晶ディ
スプレイ１はノーマリー・ホワイト形である例を示した
が、これに限定されず、この発明は、信号電極３に印加
すべきデータ信号の波形は異なるが、各液晶セル４に印
加電圧を加えない状態において各液晶セル４の透過率が
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低い、いわゆるノーマリー・ブラック形の液晶ディスプ
レイにも適用することができる。また、上述の実施例に
おいては、コントローラ１１、信号電極駆動回路１２及
び走査電極駆動回路１３がアナログ回路構成かデジタル
回路構成かについて特に説明していないが、この発明
は、いずれの回路構成にも適用することができる。ま
た、上述の実施例においては、２走査期間ごとにデータ
信号の極性を反転する例を示したが、これに限定され
ず、４走査期間ごと、６走査期間ごと、８走査期間ご
と、すなわち、２ｎ（ｎは自然数）走査期間ごとににデ
ータ信号の極性を反転するようにしても良い。このよう
な構成によれば、略同様の効果が得られる。また、この
発明による液晶ディスプレイの駆動回路は、パーソナル
コンピュータのモニタなどに用いられる液晶ディスプレ
イを備えた画像表示装置にも適用することができる。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように、この発明の構成に
よれば、データ信号を、その極性を上記液晶ディスプレ
イの２本の走査電極ごとに、かつ、信号電極ごとに反転
して対応する信号電極に順次印加するようにしたので、
安価な構成で、単色表示の場合や白色以外の任意の画像
を表示する場合に発生するフリッカを低減することがで
きる。また、ラインフリッカ及び表示画面全体のフリッ
カの最小化調整を同時に行うことができ、これにより、
「焼き付き」を防止することができる。しかも、高精細
度化及び大画面化にも対処することができる。さらに、
データ信号を、その極性を上記液晶ディスプレイの１本
の走査電極ごとに反転して対応する信号電極に順次印加
する場合に比べて駆動回路の消費電力は理論上５０％削
減される。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例である液晶ディスプレイの
駆動方法を説明するためのタイミング・チャートであ
る。

18
【図２】同方法を適用した液晶ディスプレイの駆動回路
の構成を示すブロック図である。
【図３】液晶ディスプレイ１の構成の一例を示す概略図
である。
【図４】同ディスプレイ１の一部の拡大図である。
【図５】信号電極駆動回路１２の出力部の一部の構成を
示す回路図である。
【図６】同方法を説明するための図である。
【図７】この発明を全色表示に適用した場合のタイミン
グ・チャートである。
【図８】この発明を全色表示に適用した例を説明するた
めの図である。
【図９】この発明を赤の単色の中間調表示に適用した場
合のタイミング・チャートである。
【図１０】この発明を全色の中間調表示に適用した場合
のタイミング・チャートである。
【図１１】この発明をモザイク形の液晶ディスプレイに
適用した例を説明するための図である。
【図１２】第１の従来例による液晶ディスプレイの駆動
回路の構成例を示すブロック図である。
【図１３】同方法を説明するための図である。
【図１４】第２の従来例による液晶ディスプレイの駆動
方法を説明するための図である。
【図１５】第１の従来例による液晶ディスプレイの駆動
方法の不都合点を説明するための図である。
【図１６】第２の従来例による液晶ディスプレイの駆動
方法の不都合点を説明するための図である。
【符号の説明】
１    液晶ディスプレイ
２
１
～２

ｍ
  走査電極

３
１
～３

ｎ
  信号電極

４    液晶セル
５    ＴＦＴ（スイッチ素子）
１２  信号電極駆動回路

【図３】 【図４】 【図５】
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【図１】 【図２】

【図６】

【図８】

【図１３】
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【図７】 【図１１】

【図１４】 【図１６】
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【図９】 【図１０】

【図１５】
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【図１２】
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